
と
い
う
圧
倒
的
世
論
で
、
「
改

憲
」
の
動
き
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

  

安
倍
改
憲
の
本
質
は

  

「
９
条
壊
憲
」

　戦
後
70
年
以
上
、
自
衛
隊
は

戦
争
で
一
人
も
「
殺
し
、
殺
さ

れ
る
」
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
海
外
で
の
武
力
行
使
を

禁
ず
る
９
条
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
９
条
の
歯
止
め
を
な
く
し

て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

無
制
限
に
戦
闘
を
可
能
に
す
る

こ
と
が
「
安
倍
改
憲
」
の
目

的
で
す
。
で
も
、
国
民
に
支
持

さ
れ
る
９
条
を
変
え
る
に
は
高

い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
「
自
衛
隊
を
書
き
込
む

だ
け
」
と
小
さ
く
見
せ
る
「
印

象
操
作
」
を
ね
ら
っ
た
の
が
、

「
９
条
加
憲
」
で
す
。
実
は
、

正
真
正
銘
の
「
９
条
改
憲
」

＝
「
９
条
壊
憲
」
。
そ
の
本
質

を
広
く
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

  

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
の
声
を

  

３
０
０
０
万
人
署
名
へ

　「
安
倍
改
憲
」
を
止
め
る
カ

ギ
は
、
発
議
さ
せ
な
い
こ
と
で

す
。
い
く
ら
、
改
憲
派
が
国
会

で
多
数
を
占
め
て
い
て
も
、
国

民
の
世
論
が
怖
く
て
発
議
で
き

な
い
状
況
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　そ
の
力
が
「
３
０
０
０
万
人

署
名
」
で
す
。
政
党
や
組
織
の

違
い
、
思
想
・
信
条
・
宗
教
の

違
い
を
超
え
て
、
「
戦
争
だ
け

は
イ
ヤ
だ
」
と
い
う
思
い
を
幅

広
く
集
め
る
署
名
で
す
。
「
安

倍
政
治
は
お
か
し
い
」
と
い
う

声
も
集
め
て
、
「
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
」
の
圧
倒
的
世
論
を

可
視
化
す
る
署
名
で
す
。

　す
べ
て
の
職
場
、
す
べ
て

の
地
域
で
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
は
、
全
国
３
０
０
０
万
人
の

「
憲
法
守
れ
」
の
声
を
積
み
上

げ
ま
し
ょ
う
。

平
和
が
一
番
9
条
守
れ

　
自
民
党
は
通
常
国
会
で
の
「
改
憲
」
発
議
を
め
ざ
し

て
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。「
自
衛
隊
」
を
書
き
加
え

て
、「
二
度
と
戦
争
し
な
い
」「
戦
力
は
も
た
な
い
」
と

決
め
た
憲
法
９
条
を
壊
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
２
０
１
８
年
の
改
憲
発
議
に
反
対
」
の
声
は
7
割
（
時

事
通
信
・
12
月
調
査
）
で
す
。
国
民
は
改
憲
を
望
ん
で

い
ま
せ
ん
。
激
し
い
せ
め
ぎ
あ
い
、正
念
場
の
1
年
で
す
。

  

国
民
の
多
数
は

  

日
本
国
憲
法
を
支
持

　日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ

て
、
ま
も
な
く
71
年
。
国
民
の

間
か
ら
「
改
憲
」
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
と
り
わ
け
、
圧
倒
的
に

国
民
に
支
持
さ
れ
て
い
る
の
が

憲
法
９
条
で
す
。

　と
こ
ろ
が
、
憲
法
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
首
相
が

「
２
０
２
０
年
改
憲
」
を
宣

言
し
、
国
民
が
望
ん
で
も
い
な

い
「
９
条
改
憲
」
を
急
い
で

い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
憲
法
違
反

で
あ
り
、
大
問
題
で
す
。
「
平

和
が
一
番
」
「
９
条
守
れ
」

「９条変えるな」が国民の声

　「憲法９条に『自衛隊』を書き加えるだけで、何
も変わらない」と安倍首相は言います。また、「災
害救助を含め、24時間任務を果たしている自衛隊
の存在をしっかりと憲法に明記し、『自衛隊が違憲
かもしれない』などの議論が生まれる余地をなくす
べき」と言います。本当でしょうか？

「自衛隊」を書き加えるだけ？
安倍９条改憲で、何が変わるの？

　加憲される自衛隊は「災害救助のために頑張る自衛
隊」ではありません。２０１５年９月成立の戦争法に
よって、集団的自衛権の行使が一部認められた自衛隊
です。日本が攻撃されなくても、「日本の安全と存立
が脅かされる」と判断された場合、いつでも、どこで
も、米軍とともに戦うことを任務とする自衛隊＝「戦
争する自衛隊」を憲法で認めようというのです。

書き加える「自衛隊」は、
「戦争法にもとづく自衛隊」

　法律には、「後法は前法に優先する」という原則が
あります。９条３項に自衛隊の存在を明記すれば、
「戦力を保持しない」と決めた９条２項と矛盾します。
その場合、「後法優位の原則」で、２項が空文化＝死
文化されてしまうことになるでしょう。海外の武力
行使の「歯止め」である９条が、１８０度変えられ、
憲法の平和主義が壊されてしまいます。

「後法優位」が法律の原則
加憲で、９条２項は空文化＝死文化

　「９条加憲」の影響は様々な分野に広がります。財
政支出も、経済活動も、学問研究も軍事優先。アメリ
カの言い値で武器を買わされ、防衛費は増大する一方、
福祉は切り捨て。「戦争する国の人づくり」として教
育をゆがめ、海外に武器を売り込む国になるなど、社
会全体が「軍国主義」化してしまいます。日本の未来
は、それでよいのでしょうか。

９条が変わると
社会全体が「軍国主義」化

憲法９条の改正は必要か

憲法９条は日本の平和と安全に
どの程度役に立っているか

憲法９条改正する必要あるか
18歳・19歳　意識調査

25%11%57%

29%

18%53% 28%

53% 11%

改正する必要が
あると思う

どちらともいえない

2017.3　ＮＨＫ世論調査より

2017.3　ＮＨＫ世論調査より

2017.10.22　衆議院選挙出口調査より

非常に役に
立っている

必要が
ある

どちらとも
いえない必要はない

あまり役に立っていない

まったく役に立っていない ２%

わからない、無回答 ５%

改正する必要はないと思う

わからない、
無回答 ６％

ある程度役に立っている

！
発議を止める
3000万人万人
国
会
語ろう
広げよう 加憲は

キケン
安倍さ

んの

署名で
STOP

安倍改憲スケジュール

市民の声で必ずとめる！

2018 年   1 ～ 6 月　通常国会（会期延長も？）
　　 　　5 ～ 6 月　　　　　   改憲発議
                     　　9 月　自民党総裁選挙
　　　　　　　秋　 　　　　　国民投票
　　　　　   10 月　臨時国会       改憲発議
2019 年　1 ～ 6 月　通常国会
　　　　　　４月　 　　　　　国民投票
　　　　　　　　　 統一地方選挙
　　　　５月１日　 改元　天皇即位
　　　　　　７月      参議院選挙 
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平
和
が
一
番
9
条
守
れ

いいネ日本国憲法いまこそ生かそういいネ日本国憲法いまこそ生かそう
Q1北朝鮮が心配

９条で日本を守れるの？
A 北朝鮮危機、本当に心配です。でも、武力
で解決できるでしょうか。もし、武力を行使
すれば、報復攻撃によって甚大な被害が生じ、
核戦争の危機に発展する惧れすらあります。
　国連事務総長も「いかなる軍事行動も壊滅
的結果を招く」として、対話を強く呼びかけ
ています。
　対話による解決、つま
り9条の実現こそ、日本
を守る現実的道です。

Q2「9条なんて、ただの理想」
という声もあるけれど？　

A 戦争は憎しみと報復の連鎖を生み、紛争
を泥沼化するだけです。武力によらない地道
で粘り強い交渉こそ真に問題解決の手段であ
ることを歴史が示しています。
　９条の平和主義は、理想
論でも時代遅れでもありま
せん。民族紛争やテロを解
決する現実的手段です。核
兵器禁止条約は、まさに９
条の具体化です。

Q4教育無償化・緊急事態
のために改憲が必要？

A 憲法26条を根拠にした法改正を求める世
論と運動が、私学助成を拡大し、高校「無
償化」や「給付制奨学金」制度の扉を開き
ました。憲法26条を変えなくても、教育無償
化は実現できます。
　緊急事態条項は、戦争や自然災害などの
際に、「緊急事態」だとして首相に権限を集
中し、人権を制限するもの。ナチスの独裁に
道を開いた「全権委任法」とウリ二つです。

Q6「署名」って
意味があるの？

A 一人ひとりの声は小さいけれど、集まれ
ば大きな力になります。国民の4分の1である
3000万人の署名は、政治を動かすでしょう。
　1954年ビキニ被災のあと燎原の火のように
広がった「原水爆禁止署名」は、1955年に
3200万を超えました。その後も
積み重ねられた署名が世界を動
かし、核兵器禁止条約採択！
　核廃絶の扉を開いたのです。

Q5労働組合と憲法って
関係あるの？

A 戦争は、いのち・くらし・労働を土台から
破壊します。人間らしい生活は平和であって
こそ。だから労働組合は戦争に反対します。
　くらしや福祉より軍事費を優
先する「戦争する国」は困ります。
高額の兵器より、保育所や病院・
学校に予算を。そんな当然の要
求実現のため、労働組合は、政
府に「憲法守れ」と求めます。

Q3「自衛隊加憲」は
自衛隊員のためになるの？

A イラク・インド洋派兵を経験した自衛隊員
の56人が自殺しました。「自衛隊加憲」によ
り「戦争する自衛隊」になれば、災害救助な
どで「人の命を救いたい」と入隊した隊員が
戦闘現場に派遣され、「殺し、殺される」戦
場で、心も体も破壊されてしまい
ます。
　自衛官の息子をもつ平 和子さん

（仮名）は、「自衛隊員の命をもて
あそばないで」と訴えています。

安倍 9条改憲 NO！憲法を生かす全国
統一署名

3000万人署名をひろげ

あなたも、わたしも
憲法を語る人に

●憲法前文の虫食い問題をみんなで解く。空欄に言葉が入って、
前文が完成したら、声に出して読んでみる。感動する！

●「私は、憲法○○条が好きです」とカードに書いて、読み合う。
「憲法って、どの条文もステキ！」

●弁護士や組合役員に、ミニ講演をしてもらい、討論する。
●絵本や詩など『おススメ』を持ち寄り、読み合う。
●憲法共同センター学習用ビデオ「９条改憲って何？」を見て、話し合う。
●沖縄料理を食べて、沖縄を考える。…など、工夫しよう。　

憲法カフェの取り組みを

　「核兵器禁止条約を私たちは手に
しています。被爆者は核兵器の禁
止を待ち望んできました。この条
約を、核兵器の終わりの 始まりに
しようではありませんか。世界の
すべての国の大統領や首相たちに
懇願したい。核兵器禁止条約に参
加し、核による絶滅の脅威を排除
してください。」（オスロでのノーベル平和賞受賞演説より）。
　核戦争は絶対に起こしてはなりません。核兵器禁止条約と日本国憲法の力
で、平和と安全を守ることができます。

ノーベル平和賞受賞者「ICAN」　サーロー・節子さんのメッセージ

核兵器禁止条約は光

一人ひとりの幸せが
共有できる政治を

日本国憲法を守る運動に期待します

3000万人署名

改憲発議を
止めよう！

地域で
広げる

　労組訪問で、地域で働く仲間と対話。商店
街の訪問・懇談。学校・会社の門前ビラ、駅頭・
街頭宣伝。団地作戦、全戸訪問作戦。いろ
んな取り組みで地域に憲法の風を吹かそう。

職場で
広げる

　職場全員を目標に「３０００万人署名」を呼
びかけよう。あなたも署名を集める人。あな
たも１００筆チャレンジャー。

学ぶ
　「安倍改憲」のねらいや危険性は、マスコ
ミ報道だけでは分からない。集まって、学ぼう。
仕事と憲法、くらしと憲法、語り合おう。

安倍9条改憲 ここが知りたい

　私は、戦争をしたくありません。誰の子どもも、
大切な人も傷ついてほしくありません。武力では、
憎しみしか生まれません。命があるから明日があ
る。夢が持てる。希望が持てる。私は、今日より明日、
明日より明後日。幸せになりたいと思います。そ
のためにも私たち国民の事を、国民の命を大切に
する政治を求めます。憲法を守る政治を求めます。
　私は立憲主義を取り戻し、一人ひとりの幸せが
共有できる政治を求めます。それまで力いっぱい
声を上げ続けたいと思います。

長野県労連

（全労連青年部副部長）
八重田  景子さん

（写真：ICAN提供）
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